
2003年 出上の木簡

埼
手

一死
町
二
丁

目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
川
越
市
元
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
六
月
―

一
九
九
七

年
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
川
越
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
中
　
信

・
天
ケ
嶋
岳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世
、
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

元
町
二
丁
目
遺
跡
は
武
蔵
野
台
地
北
端
に
位
置
す
る
。
当
地
の
都
市
化
は
、

一
五
世
紀
中
頃
、
扇
谷
上
杉
持

朝
の
命
に
よ
り
太
田
道
真

・
道

灌
父
子
が
河
越
城
を
築
い
た
頃

に
始
ま
り
、
後
北
条
氏
の
時
代

に
は
市
が
立
ち
並
ぶ
近
世
都
市

的
な
様
相
を
見
せ
は
じ
め
る
。

の

　

江
戸
時
代
に
入
り
川
越
の
城

―

下
は
、
寛
永

一
五
年

（
三
全
一

く

八
）
の
大
火
で
大
打
撃
を
受
け

る
が
、
松
平
信
綱
に
よ
り
城
と
城
下
の
大
改
造
が
な
さ
れ
、
現
在
に
い
た
る
ま

で
の
都
市
構
造
の
骨
格
が
完
成
す
る
。

調
査
地
は
、
城
下
町
の
起
点
と
も
い
え
る
札
の
辻
か
ら
南
の
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
に
か
け
て
商
業
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
旧
南
町
の
通
り
の
北
側
に

位
置
す
る
。
木
簡
の
出
土
地
点
は
、
明
治
時
代
の
初
め
に
は
呉
服
店
を
営
ん
で

い
た
、
屋
号
近
治
こ
と
近
江
屋
の
屋
敷
地
の
一
角
に
あ
た
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｅ
五
は
、　
一
人
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
頃
ま
で

の
一
辺
約
二
ｍ
の
方
形
の
廃
棄
土
坑
で
、
通
り
に
面
す
る
方
か
ら
店
―
屋
敷
―

蔵
と
続
く
屋
敷
訂
り
の
そ
の
奥
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

同
じ
場
所
で
最
低
二
回
の
改
修
が
な
さ
れ
て
お
り
、
最
後
の
廃
棄
土
坑
は
板

製
の
導
管
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
生
活
排
水
な
ど
も
流
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
遺
構
か
ら
は
、
木
簡
の
ほ
か
に
、
瀬
戸

・
美
濃
の
大
型
仏
花
瓶
や
漆
塗
り

の
お
面
型
木
製
品
、
鉄
製
鋸
、
曲
物
柄
杓
、
下
駄
、
家
紋
付
漆
器
、
朱
漆
塗
箸

な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

な
お
本
遺
跡
で
は
、
今
回
紹
介
す
る
二
点
以
外
に
、
判
読
不
能
の
も
の
も
含

め

一
〇
点
あ
ま
り
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
ｏ
ふ
る
ひ
き
ぬ
」

。
「
ｏ
ふ
る
ひ
き
ぬ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜ω睫

（こ

さ
ｏ
ｏ盟



②
　
。
「

播
磨
屋

神

田

武
州
川
越
南
丁

近
江
屋
治
兵
衛
殿

。
「　
十
月
十
九
日

道
中
安
全

］
∞
ｏ
×

ω
∞

×

伽
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

ω
は
上
部
に
吊
り
下
げ
る
た
め
の
穿
孔
が
あ
り
、
両
面
と
も
同
じ
内
容
を
表

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
店
内
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
デ
イ
ス
プ
レ
ー
用
の
札
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
か
。

②
は
木
簡
が
出
上
し
た
場
所
で
店
を
営
ん
で
い
た
近
江
屋
治
兵
衛

へ
、
（江

戸
）
神
田
富
松
町

（現
在
の
千
代
田
区
神
田
二
丁
目
あ
た
り
）
の
播
磨
屋
利
兵
衛
が

荷
を
送

っ
た
と
き
に
付
け
た
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
呉
服
商
近
江
屋
は
、
古
文

書
な
ど
に
よ
り
嘉
永
元
年

（
一
人
四
人
）
か
ら
明
治
三
五
年

（
一
九
〇
一
０

ま
で

当
地
で
店
乾
構
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
商
取
引
を
示
す
文

書
は
残

っ
て
お
ら
ず
、
今
回
江
戸
と
の
取
引
を
示
す
貴
重
な
遺
物
が
発
見
さ
れ

た
と
い
え
る
。

９
　
関
係
文
献

田
中
信

。
天
ケ
嶋
岳

「
川
越
城
下
の
町
屋
」
翁
江
戸
と
周
辺
地
域
』

一
九
九
八

年
）

（日
中
　
信
）

利
兵
衛

富
松
町

」

回




